高等学校　第２学年
Ⅰ　「感謝の心」　を育成する学習構想
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Ⅱ　実践例　　　　　　　

１　単元名　　　　　　　　　「食生活の科学と文化」
２　単元設定の理由
　　豊富な食材に囲まれながら、わが国の「食」は必ずしも豊かであるとはいえない状況にある。知識や技術を身に付け、充実した食生活を送ることは、健康を維持するためだけでなく、その人の人生そのものを豊かにするために必要である。また、「食の豊かさ」とは単に個人個人の食材の量的な充足のみを指すのではなく、健康を維持し、精神的満足を得るとともに、食に関する様々な地球的な課題に目をむけながら、自らの食生活の課題を解決・向上させていくことにより実現するものであると考える。以上のことから長期的な視野に立つとともに社会全体を見据え、家族及び社会の豊かな食生活を創る力をつけるため、この単元を設定した。（「食生活の科学と文化」は3学年11月～1月にも「食文化の伝承」「食の安全」に重点を置き実施する。）
３　指導計画（総時数２０時間）
(1) 食生活の課題と今後のあり方　･･･１(本時)　  (5) 食品と調理　　　　　　　　　･･･１３
(2) 沖縄の生活文化　　　　　　　　　　･･･１　　　　　調理実習、食品の調理上の性質

(3) 食生活の管理　　　　　　　　　　　･･･１ 　(6) 栄養素の機能と種類　　　　　･･･　２
(4) 食事摂取基準、食品群別摂取量の目安･･･１　 (7) 献立作成　 　　　　　　　　 ･･･　１
４　本時のねらい　　
世界の食料事情と我が国の食料廃棄の実態を比較することを通し、食材の供給・消費に関する課題を把握するとともに、我が国では、豊かな食材に囲まれながらも「孤食」「個食」など豊かとはいえない食事の実態がみられることに気付き、食材と食事を大切にしていこうとする実践的な態度を育てる。
　　　○　世界の食料事情と我が国の食料廃棄の実態を理解している。
○　我が国の食事の課題を理解している。
　　　○　食料、食事に関する課題解決のための行動の仕方を考えている。
５　展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	学習内容・活動
	時
	指導上の留意点　※評価
	資　　　料

	導入
	１　本時の課題を知る。
　・本時の課題をとらえる。
　・日本の食生活が豊かかそうでないか考え、発表する。


	5
分一斉
	○　生徒が日常感じている日本の食に関するイメージを発表、共有することにより、学習の経過による意識の変化を実感できるよう板書を工夫する。
	

	展開
	２　世界と日本の食料事情の差を知る。

　・世界の飢餓状態と日本の食料の大量廃棄を示すデータの数値を推測し、ワークシートに記入する。

　・正しい数値を確認する。　

　・「世界の飢餓状態」マップで、世界の食料事情を確認する。
　・世界と日本の比較から、世界の食料事情とわが国の大量廃棄について確認し、課題に気づく。
３　わが国の食事情について知る。
・個食、孤食等の実態を示すＶＴＲ、データを見る。
・日本の食生活が豊かかそうでないか考え、発表する。

・「個食」「孤食」という言葉から、日本の食生活の課題を確認する。
４　食事が果たす役割を確認する。

　・食事が果たす役割を考え、発表し、ワークシートにまとめる。
５　食料、食事に関する行動の仕方を考える。
・食材と食事についてどのような行動をとるべきかを以下の点から話し合い、黒板に掲示し、共有する。
1 地球全体からみて

（飢餓と大量廃棄の矛盾の解消のための具体的な行動）
2 一人一人の食事について

　　（「食事の役割」を果たす食事、大量廃棄を解決する食事の在り方）
	10分一斉
10
分
一斉

５分
個別
15分一斉
	○　食料に関する世界的な課題と我が国の現状の矛盾に自ら気づくよう助言等を行う。

○　飢餓とは無縁にみえる我が国の食生活にもまた「豊かさ」とは対極にある姿が見られることを気付くよう助言し、当初のイメージとの相違を実感できるようにする。

○　食材、食事を大切にすることが、飢餓という地球的課題と、我が国の食生活の課題の両方の解決につながることを気付くよう助言する。

	ワークシート１、２
世界の飢餓状態マップ（WFP発表）
ＶＴＲ「好きなものだけ食べたい～小さな食卓の大きな変化」等
ワークシート３
ワークシート４
ワークシート５
掲示用記入用紙

	終末
	６　食材と食事に対する基本的な姿勢を確認し、次時（沖縄の生活文化）との関連を知らせる。
	５分一斉
	○　学校行事との関連を図り、他地域と自分の生活文化を比較することで、各自の食生活の実態を実感させていくようにする。
	


６　評価規準
（1） 食料、食事に関する課題解決のための行動の仕方を考え、判断している。　（思考・判断）
（2） 世界の食料事情と我が国の食料廃棄の実態を理解し、我が国の食生活の課題を理解している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
７　資料等
1 世界の飢餓状態マップ　

（世界食糧計画、購入可）
2  ＶＴＲ「好きなものだけ食べたい～小さな食卓の大きな変化～」

NHKスペシャル2006．6.4　（冒頭部分約１分半を視聴）
3 「知っていますか子ども達の食卓～食生活からからだと心がみえる」
足立己幸、NHK「子どもたちの食卓」プロジェクト　　ＮＨＫ出版　2000年
4 「食生活実態調査及び食に関する指導状況等調査報告書」平成１８年福島県教育委員会
食事の形態
http://www.seikatsu.fks.ed.jp/shoku/shokuikujittaichousa.pdf
5 重度の栄養失調の治療を受ける少女　
ｴﾁｵﾋﾟｱ・ｿﾏﾘ地方　国境なき医師 http://www.msf.or.jp/info/actreport.html
6 ワークシートづくりのための資料

（引用、参考）
WFP世界食糧計画　　http://www.wfp.or.jp/index.php

国連WFP協会 http://www.jawfp.org/goods/hunger.html#getmap

農林水産省「食料需給表」「総合食料自給率の推移」「『食品ロスの削減に向けた検討会』の設置について」
厚生労働省「H17国民健康・栄養調査」
８　板書計画
	食生活の現状と今後のあり方　　　　　　　　　　　　　　　　　これからの食生活のあり方
世界の食生活は豊かか？　　　　日本の食生活は豊かか？　　　　（真に豊かな食生活のために）
　　　　個食　別々のものを食べる。

孤食　別々に食べる。

· 食事の役割





９　ワークシート

家庭総合「食生活の現状と今後のあり方」　　　年　　組　　番氏名　　　　　　　提出日　月　日　　　　　　　　

１　世界と我が国の食料事情を比較して、どのような課題があると言えるでしょうか。

参考　ＷＦＰ「世界の飢餓状態」マップ
	


２　我が国の食の現状を見てみよう。日本の食生活は「豊か」か？
	日本の食生活は豊か　　　　　　　　　　　　。なぜなら･･･




　　　　　　　参考　VTR「好きなものだけ食べたい～小さな食卓の大きな変化～」NHK　2006.6.4
※キーワード　「個食」　　　　　　　　　　　　　「孤食」　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　食事が果たす役割とは何か？考えよう。
　　
４　私たちは食材（食料、食品）、食事に対し、どのような行動をとる必要があるでしょうか。（短い文章または句にまとめ、掲示用紙に記入し、黒板に張りつける）
	地球全体から考えて…

ひとりひとりの食事から考えて…





１　事例２　　家庭総合　

（１）　単元「食生活の科学と文化」　　本時「沖縄の生活文化」　

（２）　本時のねらい

　　　修学旅行に向けて沖縄の生活文化を知る。その一つとして、豚を余すところなく食べ物として利用することや、「食べ物は命の薬」と考える沖縄の食文化について理解する。
２　事例3　　ホームルーム活動
（１）　単元「生命の尊重」　本時「絵本の読み聞かせ」

資料「黒グルミのからのなかに」（命のつながりを題材にした絵本）　

ミュリエル・マンゴー作　ときありえ訳　西村書店　1,500円　
（２）　本時のねらい

　　　　　「生と死はつながっている」というストーリーを含む絵本の読み聞かせ及び考察活動を通し、「食べる」ということは「命を食べる」ことであるということを確認し、自然に対する感謝の心を持ち、命を大切にする態度を身に付ける。

　　
Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために
１　本時の様子から

　　○　世界的飢餓と我が国の食料の大量廃棄の矛盾について実感し、食材・食事を大切にする行動の在り方を考えることができた。

　　◎　食生活を扱う単元の最初の授業として、今後の学習を進める間、常に食事と食材を大切に扱うことを意識させるため、強い印象を与える授業の展開となるよう改善が必要である。
２　その後の生徒の様子から

　　○　修学旅行と授業１～３の関連付けた実施により、「感謝の心」のうち、特に「自然の恵みに対する感謝の心を持ち、いのちを大切にする」力が育まれたとみられる。
	＜授業１～３及び修学旅行終了後の生徒の感想より＞

・今世界では物を食べられずに死ぬという人々が大勢いる。それなのに、ものを食べられる国の人々は余ったものを無駄にすると同時に、他の生物の死を無駄にしている。それはつまり、食べるものの死を無駄にしたのと同時に、食べられずに飢え死にする人の命を殺したのと同じである。（中略）これから物を食べるときは、食べる意味を考えてもっと大事に食べたい。

・沖縄の人は、豚を残さずきちんと食べている。命を無駄にしてはいない。戦争で失った命が多い分、命の大切さを分かっているのだと思う。（中略）食べ物を無駄にすることのないようにしなくてはいけないと思う。そのためには食べ物ひとつひとつに命があること、そして今でも食べたくても食べられなくて死んでいく人が多くいることを知るべきだと思う。


　　◎　他教科との関連付けをさらに深め、年間を通した「感謝の心」の育成が必要である。　　
　　 特に「生物Ⅰ」「保健」との関連を強めたい。







食料や食事に関する課題を知る。　　　○食材の扱いや食事のあり方を考える。





ａ　地球全体の立場から





ｂ　自分自身の毎日の食事から





わが国の食の課題と在り方を考える。





※　世界の食料事情と我が国の食料廃棄の実態を理解しているか。（発表）





※　食料、食事に関する課題解決のための行動の仕方を考えることができたか。（発表）





家庭総合「食生活の課題と今後のあり方」＜事例1＞


　　　　「沖縄の生活文化」　　　　　　＜事例２＞


ホームルーム活動　「生命の尊重」　 　＜事例３＞　


・絵本「黒ぐるみのからのなかに(西村書店)」








授業





学校行事





世界の飢餓状態


マップ





事例２・３　　　　　　家庭総合・ホームルーム活動





※　我が国の食事の課題を理解しているか。（発表）











掲示








学校保健委員会「生徒の食生活と健康」

















家庭科通信「世界と日本の食料事情」








修学旅行「沖縄方面」


　・沖縄の生活文化に触れる








地域





家庭








事例１　　　　　　家　庭　総　合





飢餓←→食料の大量廃棄





栄養補給


コミュニケーション(人間関係作り)


生活リズムづくり


文化の伝承








